
  
  アジアアロワナの好中球顆粒

  誌名 水産大学校研究報告 = The journal of the Shimonoseki University of Fisheries
ISSN 03709361
著者名 近藤,昌和

高橋,幸則
発行元 水産大学校
巻/号 57巻3号
掲載ページ p. 219-226
発行年月 2009年2月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



本論文 Journal of National Fisheries University 57 (3) 219-226 (2009) 

アジアアロワナの好中球頼粒

近藤昌和 I 高橋幸則

Granules of Neutrophil from Asian Arowana， Sclel・opα:gesformosus 

Masakazu Kondo I and Yukinori Takahashi 

Abstract : Morphological and cytochemical characteristics of neutrophil in asian arowana， Sclerotages for-

mosus were examined by light microscopy and the composition of neutrophil granule w巴reinferred in this 

study. The 凹 utrophilswere round or oval (12.0-17.0 μm in diameter) and the n ucleus round to three 

lobul巴-shaped.Th代 etypes of granules; acidoph日ic(eosinophilic) gram山 (αG)，chr‘orr叩 phobi比cgrar 

(s G) and basophil山i比cg♂r悶-anu叫le(γG) w巴r巴observedin 肘 utr吋iphil.The αG was rod to spindle in shape 

(l.OXO.3μm) and observed in May-Grunwald (MG) preparation using distill巴dwater and low molar (5 

mM) buffer. The acidophilicity of αG disappeared by Giemsa stain after MG. The s G was round to oval 
(< 0.5μm in diameter) and peroxidase positive. The y G was rou吋 tooval (< 0.3μm in diameter) and 

observed in MG preparation using alkaline (pH8.0) buffer and in Giemsa preparation. The y G was naph-

thol AS-D chloroacetatεesterase positive. Yasumoto body (y -body) was also obs巴rvedin neutrophil. The 

Y -body was toluidine blue positive. 

Key words : neutrophil， granulocyte， arowana， morphology 

緒 にコ

真骨魚類(条鰭綱新鰭亙綿ハレコストム区真骨草区 1)) 

は，好中球頼粒の存在様式(種類数の違い)によって，少

なくとも 3群に大別される 2-11)。すなわち，①好費支性頼粒

(α穎粒)，難染性穎粒 (s頼粒)および好塩基性穎粒 (y

穎粒)の 3種類の穎粒が好中球に認められる魚種(コイ

Cypri幻仰7ηu叫~S carψtio仏， ナイ jルレテイラピア Oγreo釘chγ仰0刀l1UωSη仰ilωoticusふ， イ

サキP向Gωra坤pγ削1俗凶stゆ1ψp仰O仰側?η111叫wt削Tれil伽t幻仰?ηteωatωu日叩?

認められる魚種(トラフグTι叫ki.ザ/叫gl叫~ ru叫~bν}げγ1ψ戸Eωs) 10)およぴび、③

F頼粒のみカがf認められる?魚魚需ゑ、種(ノーザンバイクExoslucius， 

メジナGirellapunctata，オオクチノfスMicropterussalmoides， 

ブルーギルLepomismacrochirus，スズキLateolalげωjaponi

cus，ヒラスズキL.latus，タイリクスズキL.sp.，ヒラメPara-

lichthys olivιceus) 6.7 .')の 3群に大別される O ③群につい

ては，系統進化上，祖先種が早期に出現したノーザ、ンバイ

ク(正真骨下藍原線鰭上目カワカマス自)から，メジナ，

2008年9月24日受付.Received September 24， 2008. 

オオクチパス，ブルーギル，スズキ，ヒラスズキ，タイリ

クスズキなどのスズキ呂(正真骨下区称、鰭上目)を経て，

スズキ目から派生したとされるヒラメ(正真骨下区腕鰭上

目カレイ自)凶にまで認められることから，現生真骨魚類

の広範囲に渡って受け継がれている形質と考えられる。し

かし，ノーザ、ンバイクよりも早期に祖先種が出現したグ

ループのコイ(ニシン・骨襟下夜骨鯨上自コイ目)では，

3種類の頼粒が認められ，スズキ自のナイルティラピアと

イサキにおいても同様で、あることから，①群と③群の関連

は不明である。また，②群のトラフグは，正真骨下註車車告書

上目フグ目に属し，ヒラメと同様にスズキ目から派生した

と考えられているが日 トラフグと同様の好中球は，他魚

種には認められておらず，本群と他の群との関係は明らか

ではない。さらに，好中球頼粒の種類数の違いと機能の関

係も不明である。

上記のコイを除く魚種では 穎粒の他に好塩基|生を示す

不定形の安本小体 (Y小体) (Yasumoto body， Y-body)が

水産大学校生物生産学科 (Departmentof Applied Aquabiology， National Fisheries University) 
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好中球に観察されている。コイにおいても，病原細菌

Aeromonas hydroPhilaに人為感染させることで，本小体を有

する好中球が血液中に出現することが報告されている山。

Y小体は， トルイジンブルーに陽性であるが， PAS染色や

アルシアンブルー染色では陰性であり，種々の脂肪染色や

酵素染色でも染まらないことが明らかにされている 7問。

また， Y小体はヘマトキシリンで染色されること， しばし

ば核に隣接して観察されることから，本小体は粗面小胞体

であり，細菌感染時における，好中球の生体防御機能の上

昇や活性化に関連するのではないかと推察されている凶。

本研究では，真骨魚類における好中球頼粒の多様性を明

らかにする研究の一環として，真骨亜区に属する最も原始

的な魚類の 1種であるアジアアロワナSclerψagesfOT1昨日S山

(アロワナ下区アロワナ自)の好中球について， Romanowsky 

型染色性11) を調べるとともに，細胞化学的特性を明らか

にし，これまでに報告されている他魚種と比較した。

材料および方法

下関市内の熱帯魚庖で購入した全長約30cmのマレーシ

ア産アジアアロワナ (Tagnumber: 0 A00595526) を71<.産

大学校の飼育施設に搬入し 1年以上郡1¥致飼育したのちに

実験に供した(水温23.0::!::1.0'C)。飼育期間中は，市販の

配合飼料を適宜給餌した。

血液塗沫標本の作製， Romanowsky型染色法および各種

細胞化学染色は前報4)fこ従った。

{(.士
市民

Romanowsky型染色性

果

アジアアロワナの好中球は，直径12.0-17.0μmの類円

形であり，細胞質には3種類の穎粒 (α，sおよびY頼粒)

とY小体が観察された。核は一般に 2または 3分葉を示

し，稀に楕円形のものもあった。

α穎粒は，長径約 1μm，短径約0.3μmの梓形または

紡錘形であった。本穎粒は，メイーグリュンワルド (MG)

原液(メタノール溶液)で5分間固定後，水洗した場合に

おいても細胞質に多数観察されたが，その色調は淡赤色で

あった(Fig.1 -1 )。蒸留水を希釈液に用いたMG染色で1ま，

赤色穎粒として多数認められた (Fig.1-2)。また，リン

酸緩衝液を希釈液に用いたところ，低濃度 (5mM)では

pH5.0-8.0の条件領域で多数のα穎粒が観察されたが，

色調はpHの上昇に従って低下した (Fig.1 -3， 1 -4 )。

一方，高濃度 (I/15M)のリン酸緩衝液を希釈液に用いた

場合，いずれのpHにおいても α穎粒は認められなかった

(Fig. 1 -5， 1 -6 )。種々の希釈液を用い，希釈率およ

び染色時間を変えてギムザ染色を施したところ，いずれの

条件においても，本穎粒は全く観察されなかった (Fig.1 

-7 -1 -12)。本頼粒のMGーギムザ (MGG)染色性を調べ

たところ，希釈i夜に蒸留水を用い，ギムザi夜の希釈率を 1

: 20 (ギムザ原液:蒸留水)，ギムザ染色時間を15分間と

した場合，少数の淡澄色穎粒として観察されたが (Fig.2 

1)，染色時間を60分間にしたところ，本類粒は観察され

なかった (Fig.2 -2 )。しかし，希釈率を 1: 100にした

ところ，染色時間に拘わらず多数の淡赤色穎粒として観察

された (Fig.2 3，2-4)。また， 5mMのリン薮緩衝液

を希釈j夜に用いたところ， pH5.0で、は，いずれの希釈率に

おいてもギムザ、染色時間を15分間とした場合，多数の淡赤

色頼粒として観察されたが (Fig.2 -5 ， 2 -7) ，染色時間

を60分間にしたところ，少数の淡赤色懸粒として認められ

た (Fig.2…6，2白 8)。しかし， pH6.0では，ギムザ染色

i夜の希釈率を 1: 20にしたところ，いずれの染色時間にお

いても本穎粒は観察されず (Fig.2ω9) ，希釈率 1: 100 

では， 15分間染色した場合には少数の淡赤色頼粒が認めら

れたが (Fig.2寸0)，60分間の染色では本願粒は観察され

なかった (Fig.2 -ll)。また， pH7.0および、pH8.0では，

いずれの希釈率および染色時期においても本頼粒は見られ

なかった。 (Fig.2 -12-2寸5)0 1/15Mのリン酸緩衝i夜を

希釈液に用いたところ，いずれのpH，ギムザ染色液の希

釈率および染色時間においても，本穎粒は認められなかっ

た。 (Fig.2 -16-2 -20)。

グ頼粒は，円形または卵円形で長径が0.5μm以下で、あ

り，細胞質に充満していた (Fig.1 ， 2 )。本懸粒は，いず

れの条件のRomanovsky型染色においても明瞭な色調を示

さず，難染性であった (Fig.1 ，2)。

Y穎粒は，円形または卵円形で長径0.3μm以下であった

(Fig. 1 ， 2 )。本穎粒は， MG原液で 5分間国定後，水洗

した場合には観察されず (Fig.1 -1)、蒸留水を希釈液に

用いたMG染色においても認められなかった (Fig.1 -2 )。

また，リン酸緩衝液を希釈液に用いたところ，いずれの濃

度においてもpH5.0-7.0の範囲では観察されなかったが

(Fig.l 3，1-5)， pH8.0では低濃度 (5mM) におい

て多数の，高濃度 (I/15M)では少数の淡青色頼粒として

観察された (Fig.1 -4 ， 1 -6 )。本穎粒のギムザ染色性を

種々の希釈i夜を用いて調べたところ，希釈液に蒸留水を用

いた場合，希釈率 1: 20では，いずれの染色時間 (15およ
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Fig. 1 • Neutrophil of asian arowana， Sclero仰gesformosω(  1) May-Grunwald (MG) fixation. Sample was fixed and stained 
with MG concentrated-solution. After the staining for 5 min， the sample was washed with distilled watel¥( 2 -6 ) 
MG stain. After fixation and staining for 5 min with MG concentrated四 solution，the sample was stained again for 10 
min in MG diluted with the followi昭 solutions:(2) distilled water (pH5.2)， (3) phosphate buffer (5 mM， pH5.0)， 
( 4) phosphate buffer (5 mM， pH8.0)， (5) phosphate buffer (1/15 M， pH5.0)， and (6) phosphate buffer (1/'5 M， 
pH8ω(  7 -12) G町 nsastain. After fixation for 5 min with methanol， the sample was stain巴dw凶 Gi巴msasolt凶 onl 
d出ilut民edwi比ththe f“削0ωllowi川ngsoωlutions: (7) d出is討tilledwat句er(pH5.2) at a rate of 1: 20. Giぽe釘叩msastain was for 15 mi印n 
( 8) di凶stilledwat旬er(pH5.2) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 15 min. (9) 0，5 mM phosphate buffer 
(pH5.0) at a rate of 1: 20. Giemsa stain was for 15 min. (10) 0.5 mM phosphate buffer (pH8.0) at a rate of 1: 20 
Giemsa stain was for 15 min. (11) '/，soM phosphate buffer (pH5.0) at a rate of 1: 20. Giemsa stain was for 15 min. 
(12) '/15oM phosphate buffer (pH8.0) at a rate of 1: 20. Gi巴msastain was for 15 min. Note αG  (1-3)， YG (4， 
6，9-12) and Y-body (arrowheads). Bars=10μm 

び60分間)においても多数の淡青色頼粒として観察された

(Fig. 1-7)。しかし， 1: 100では，いずれの染色時間に

おいても少数しか観察されなかった (Fig.1 -8 ) 0 5 mMの

リン酸緩衝液を希釈液に用いたところ， pH5.0では希釈液

に蒸留水を用いた場合と同様であった (Fig.1 -9 )。また，

pH6.0の場合も，希釈率 1: 20では，いずれの染色時間に

おいても多数の淡青色穎粒として観察され，希釈率 1: 100 

では15分間の染色では少数しか観察されなかった。しかし，

60分間染色したところ，多数の淡青色頼粒が観察された。

pH7.0およびpH8.0では，いずれの希釈率および染色時間

においても多数の淡青色穎粒が認められた (Fig.1-10)。

'/日Mのリン酸緩衝液を希釈液に用いたところ，いずれの

pH，ギムザ染色液の希釈率および染色時間においても多

数のj炎青色穎粒が観察された。 (Fig.1-11，1-12)。本穎

粒のMG-ギムザ (MGG)染色性を調べたところ，希釈液

に蒸留水を用い，ギムザ液の希釈率を 1: 20，ギムザ染色

時間を15分間とした場合，少数の淡青色頼粒として観察さ

れたが (Fig.2 -1 )，染色時間を60分間にしたところ，本

穎粒は多数観察された (Fig.2 -2)。しかし，希釈率を 1

: 100にした場合には，染色時間に拘わらず少数の淡青色

頼粒が観察された (Fig.2 -3 ， 2 -4) 0 5 mMのリン酸緩

衝液を希釈液に用いたところ， pH5.0およびpH6.0では，

いずれの希釈率においてもギムザ染色時間を15分間とした

場合には少数の， 60分間では多数の淡青色穎粒として観察

された (Fig.2 -5 -2 -11)。しかし，pH7.0およびpH8.0

では，ギムザ染色液の希釈率および染色時間に拘わらず多
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Fig. 2. Neutrophil of asian arowana， Sclerotages formosus. May-Grunwald (MG)・Giemsastain. After fixation and staining 
for 5 min with MG concentrated-solution， the sample was stained with MG diluted solution in various solutions for 
10 min， followed by staini昭 withGiemsa under the following conditions : (1) distilled water (pH5.2) at a rate of 
1 : 20. Giemsa stain was for 15 min. (2) distilled water (pH5.2) at a rate of 1 : 20. Giemsa stain was for 60 min. (3) 
distilled water (pH5.2) at a rate of 1: 100. Giemsa staiIl was for 15 min. (4) distilled water (pH5.2) at a rate of 
1: 100. Giemsa stain was fOl・60min. (5) 0.5mM phosphate buffer (pH5.0) at a rate of 1: 20. Giemsa stain was for 
15 min. (6) 0.5mM phosphate buffer (pH5.0) at a rate of 1・20.Giemsa stain was for 60 min. (7) 0.5mM phos-
phate buffer (pH5.0) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 15 min. (8) 0.5mM phosphat巴buffer(pH5.0) at a 
rate of 1 :100. -Giemsa stain was for 60 min. (9) 0.5mM phosphate buffer (pH6.0) at a rate of 1: 20. Giemsa stain 
was for 15 min. (10) 0.5mM phosphate buffer (pH6.0) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 15 min. (11) 0.5mM 
phosphate buffer (pH6.0) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 60 min. (12) 0.5mM phosphate buffer (pH7.0) at 
a rate of 1: 20. Gie~nsa stain was for 15 min. (13) 0.5mM phosphate buffer (pH7.0) at a rateof 1: 100. Giemsa stain 
was for 15 min. (14) 0.5mM phosphate buffer (pH8.0) at a 日 teof 1 : 20. Giemsa stain was for 15 min. (15) 0.5mM 
phosphate buffer (pH8.0) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 15 min. (16) 1/1拍 Mphosphate buffer (pH5.0) at 

LZUfゐ2fm;af市れJ:;;attujtJ砲射listZEffljf日ぷ::;ttよと;32f沼?
1/150M phosphat巴buffer(pH8.0) at a rate of 1: 20. Giemsa stain was for 15 min. (20) 1/1日Mphosphate buffer 
(pH8.0) at a rate of 1: 100. Giemsa stain was for 15 min. NoteαG  (3 ， 5 ， 7 ， 8 )， y G (2， 6 ， 12-15， 17-20) and 
Y -body (arrowheads). Bars= 10μm. 
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数の淡青色頼粒が認められた (Fig.2 -12-2 -15)。また， た， Y小体が全く観察されない好中球も観察された。

細胞化学染色特性

'115Mのリン酸緩衝液を希釈液に用いたところ， pH5.0で、

は，いずれの希釈率および染色時間においても本頼粒は少

数見られた (Fig.2 -16)。しかし，pH6.0-8.0では，い

ずれの条件においても多数の淡青色頼粒が観察された

(Fig. 2 -17-2 -20)。

Y小体は，いずれの染色条件においても少数観察された

(Fig. 1 ， 2 )。本小体は，円形，卵円形，コンマ形，紐状

などを呈し，形態および大きさにおいて多様であった。ま

アジアアロワナ好中球の細胞化学的特'性をTable1に示

した。 αーナフチルアセテートエステラーゼ (αNAE)

染色では，直径0.3μm以下の円形の陽性頼粒が多数観察

された (Fig.3 -1 )。 αーナフチルプチレートエステラー

ゼ (αNBE)染色では，少数の円形陽性頼粒(直径0.3μ

m以下)が観察された (Fig.3-2)。ナフトールAS-Dク

Table 1 Summary of reactions of asian arowana， Sclerotages formoslIs neutrophil to cytochemical tests 

Test 

Periodic acid Schiffreaction (PAS) 

PAS after digestion with α-amylase 

Alcian blue (pHl.O) 

Alcian blue (pH2.5) 

Toluidine blue (distilled water) 

Sudan black B 

Sudanill 

Oil red 0 

Alkaline phosphatase 

Acid phosphatase 。-Glucronidas巴

Positive site (shape， number and size) 

Granule (round， many，中く0.3μm);Hyaloplasm 

Granule (a1110rphous， a few， equivalent to Y-body) 

Granul巴(round，111any，φ<0.3μm) 

α-Naphtyl acetate esterase I Granule (round， many，中く0.3μ111)
α-Naphtyl butyr抑制倒的巴 I Granule (round， a few，ゆく0.311111)
Naphthol AS-D chloroacetate esterase I Granule (round， S0111e，φ<0.3μm， equivalent to yG) 

Peroxidase I Granule (round 01' oval， many，中 <0.5μm，equivalent to sG) 

一，non detection. 

. 

Fig. 3. Cytochemistry of of asian arowana， Sclerotages foγmos叫sneutrophil. (1)α-naphthyl acetate esterase， (2)α 
-naphthyl butyrate esterase， (3) naphthol AS-D chloroacetate esterase， (4) peroxidase， (5) periodic acid Schiff 
同 action，(6) toluidine blue in d叫 illedwater， (7) sudan black B. Bars=10 μm 
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ロロアセテートエステラーゼ (NASDCAE)染色では，直

径0.3μm以下の円形陽性穎粒が認められたが，陽性類粒

数は αNAE陽性穎粒数よりも少なく， αNBE陽性穎粒数

よりは多かった (Fig.3 -3 )。ペルオキシダーゼ染色では，

円形または卵円形の揚性頼粒(夜径0.5μm以下)が認め

られ，細胞質に充満していた (Fig.3 -4)。アルカリ性フォ

スファターゼ，酸性フォスファターゼおよび戸ーグルクロ

ニダーゼは検出されなかった。 αωアミラーゼ処理によっ

て完全に消失するp巴riodicacid Schiff反応 (PAS)陽性穎

粒(円形，直径0.3μm以下)が細胞質に多数散在してい

た (Fig.3 -5 )。細胞質基質もPASで弱陽性であったが，

これも αmアミラーゼ処理によって消失した。アルシアン

ブルー染色では，陽性部位は観察されなかった。蒸留水に

溶解したトルイジンブルー (TB) による染色では，種々

の形態を示す青色の構造物が観察された (Fig.3山 6)。こ

の構造物の数は好中球ごとに異なっていた。オイルレッド

Oおよびズダン阻染色では陽性部位は観察されなかった。

しかし，ズダンブラックB (SBB)染色では直径0.3μmW-

下の円形の陽性穎粒が観察され，この穎校は細胞質に多数

散在していた (Fig.3 -7)。

考 察

アジアアロワナの好中球には，好酸性穎粒 (α穎粒)， 

難染性頼粒 (s頼粒)および好塩基性穎粒 (y頼粒)の 3

種類の穎粒と，好塩基性のY小体が観祭された。

α頼粒はコイ，ナイルティラピア，イサキおよびトラ

フグで報告されており，いずれの魚種においても酸性条件

下のMG染色で染まること，ギムザ染色では染色されない

こと，およびMG染色で本穎粒を染色したのちにギムザ染

色を施すと染色性が低下することが知られている 2-5，9)。

アジアアロワナにおいても同様の染色性が得られたことか

ら，アジアアロワナの α穎粒はコイ，ナイルテイラピア，

イサキおよびトラフグのそれと問等の穎粒であると考えら

れる。しかし，穎粒の形態には相違が認められた。コイお

よびナイルテイラピアのα穎粒は円形であり 2ーへイサキ

では棒形である 5)。また， トラフグの α頼粒は円形，卵

円形または梓形と多様でLある 9)。一方，アジアアロワナで

は，祥形または紡錘形であった。このことは，アジアアロ

ワナでは α頼粒の染色性は，前記の魚種と同じであって

も，その内容物や機能に違いがあることを示しているのか

もしれない。

p穎粒は，これまでに著者らが報告した全ての魚種(コ

イ，ノーザンバイク，ナイルテイラピア，イサキ，メジナ，

オオクチパス，ブルーギル，スズキ，ヒラスズキ，タイリ

クスズキ， ヒラメ， トラフグ)で主主められており 2日い

ずれの魚種においても円形から卵円形であり，長径はコイ

で約0.5μm，ノーザ、ンバイクで0.5μm以下，イサキ，ナ

イルテイラピア，オオクチパス，ブルーギルおよびヒラメ

で0.5-1.0μm，メジナで0.5-1.1μm，スズキ，ヒラス

ズキ，タイリクスズキおよびトラフグで1.0μm以下とさ

れている。

Y頼粒はコイ，ナイルティラピアおよびイサキで観祭さ

れており 3-5) コイでは長径0.4μm以下の，ナイルティラ

ピアとイサキでは長径0.3μm以下の円形または卵円形で

ある。アジアアロワナにおいても，本穎粒は長径0.3μm

以下の円形または卵円形であった。しかし， Romanowsky 

型染色性に違いが認められた。コイおよぴナイルテイラピ

アでは，蒸留水およびpH5.0ー7.0のリン酸緩衝液を用い，

イサキではpH5.0-7.0のリン酸緩衝液を用いて本穎粒の

Romanowsky型染色性が調べられている 3-5)。コイ好中球

のY穎粒はMG染色では染まらず， MGG染色のギムザ染色

時間が長いほど染色される穎粒の数が増加する 3)。また，

リン酸緩衝液の濃度が低い (5mM)場合には， pI-I7.0で

染色されるのに対して，高濃度(1/15M)ではpH6.0およ

びpH7.0で染色される 3)。さらに，ギムザ染色のみを施し

た標本にも本穎粒は観察され，ギムザ、染色液中のギムザ涼

液の濃度が高いほど多数の穎粒が染色される 3)。ナイル

テイラピアにおいても，本頼粒はコイと同様に，蒸留水を

用いたMG染色には染まらない 4)。しかし，リン酸緩衝液

を用いたMG染色では，いずれの濃度の緩衝液においても

pH6.0および7.0で染まり， MGG染色ではpH5.0では観察

されず， pH6.0と7.0で染色されるり。また，ギムザ染色

では蒸留水を用いた場合，本頼粒が多数観察されるが，低

濃度のリン酸緩衝液で、はpH5.0で、少数の， pH6.0および7.0

では多数の y穎粒が観察され，高濃度の緩衝液で、はpH5.0

および6.0において，本頼粒は認められず， pH7.0では多

数観察されている4)。一方，イサキではMG染色には染ま

らず， MGG染色では，いずれの濃度の緩衝液を用いても

pH7.Oでは観察されるが， pH5.0と6.0では染色されない5)。

本研究の結果から，アジアアロワナにおいても蒸留水およ

びpH5.0-7.0のリン酸緩衝液を用いたMG染色では，コイ

およびイサキと同様に本頼粒は認められなかった。しか

し， MGG染色では，いずれの濃度およびpHのリン酸緩衝

液を用いてもギムザ染色時間を長くすることによって，多

数の Y頼粒が観察された。さらに，コイと同様にギムザ、染
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色のみを施した標本にも本穎粒は観察され，ギムザ染色液

中のギムザ原液の濃度が高いほど多数の穎粒が染色され

た。このように，アジアアロワナ好中球の Y頼粒はコイお

よびイサキとはMG染色性が類似し，ギムザ染色性もコイ

と同様であるが， MGG染色性はコイ，ナイルティラピア

およびイサキとは異なっていた。このことは，アジアアロ

ワナの Y頼粒の内容物や機能が，コイ，ナイルテイラピア

およびイサキとは異なることを示唆していると考えられ

る。

Y小体は，これまでに著者らが報告した魚種(コイ，ノー

ザンバイク，ナイルティラピア，イサキ，メジナ，オオク

チパス，ブルーギル，スズキ，ヒラスズキ，タイリクスズ

キ，ヒラメ， トラフグ)のうち，コイ以外で認められてい

る出)。また，コイにおいても，病原細菌Aero1nonashyd 

roPhilaに人為感染させることで，本小体を有する好中球が

血液中に出現することが明らかとなっている山。

細胞化学的特性から，アジアアロワナ好中球の穎粒およ

びY小体の成分を以下のように推定した。好中球にはPAS，

SBB， αNAE， αNBEおよびNASDCAE染色によって，直

径0.3μmJ2J，、下で、円形の陽性穎粒が観察された。これらの

陽性頼粒はα頼粒とは形状が，s穎粒とは大きさが異なる。

一方 y懸粒とは大きさおよび形状が類似するが， PAS， 

SBBおよびαNAE陽性頼粒は細胞質に充満しており y頼

粒よりも多数観察される O また， αNBE陽性頼粒数は γ頼

粒よりも少ない。従って，これらの陽性頼粒は Y穎粒とは

異なると考えられるが，存在部位については明らかではな

い。なお， PAS陽性頼粒数はαωアミラーゼによって完全

に消化されることから，本頼粒はグリコーゲンを主成分と

する構造物であり， Romanowsky型染色によって識別され

る穎粒とは異なると考えられる。一方， NASDCAE陽性穎

粒は好中球内に Y穎粒と再程度観察されることから y穎

粒に相当すると考えられる。 NASDCAE揚性穎粒はノーザ

ンバイク，スズキ，ヒラスズキおよびトラフグにおいて検

出されているが 9-11)これらの魚種では Y穎粒は観察され

ていない N 幻。また，ブルーギル，メジナおよびヒラメに

はNASDCAE陽性頼粒も Y頼粒も認められていない 7，8)。

アジアアロワナ好中球には ペルオキシダーゼ湯性穎粒が

多数存在し，その大きさ，形状が類似していることから，

β頼粒に相当すると考えられる。これまでに，ノーザンバ

イク，ブルーギル，メジナ，スズキ，ヒラスズキ，ヒラメ

およびトラフグにおいても ペルオキシダーゼ陽tt早夏草立は

F頼粒に棺当すると考えられている 7-11)。ノーザンバイク

では酸性フォスファターゼ活性もp頼粒に観察されている

が1I)本酵素活性は，アジアアロワナ好中球には検出され

なかった。 TB染色により，アジアアロワナの好中球に種々

の形態を示す青色の陽性部位が観察された。この楊性部位

は形態学的特徴から， y小体に棺当すると思われる。これ

までに，ノーザンバイク，ブルーギル，メジナ，スズキ，

ヒラスズキ，タイリクスズキ，ヒラメおよびトラフグにお

いても，好中球にTB陽性部位が観察されており，形態学

的特徴から， Y小体に相当すると考えられている円九また，

コイにおいてもAero1nonashydroPhila感染によって出現し

た好中球のY小体は， TBに揚性であることが報告されて

いるは)。

本研究によって，アジアアロワナの好中球は3種類の頼

粒とY小体を有し，戸穎粒にはペルオキシダーゼが y穎

粒にはNASDCAEが，またY小体にはトルイジンブルー陽

性物質が存在することが示唆された。これまでに，アジア

アロワナと同様に，好中球に3種類の頼粒を有する魚種と

してコイ(ニシン・骨鯨下区骨擦上自コイ目)，ナイルテイ

ラピアとイサキ(正真骨下区東市、鰭上宮スズキ目)が知られ

ている 5-7，9)。従って，好中球に 3種類の穎粒を有す真骨

魚種の起源は，アロワナ下区にまで遡り，この形質は，コ

イ尽を通じて，一部のスズキ日魚類にまで受け継がれてい

るといえる。
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